
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

住友生命が公表した「わが家の台所事情アンケート２０２６」で、年収が「物価上昇におい

ついていない」と答えた人が７割を超えました。多くの人が、インフレに見合った賃上げがさ

れていないと感じていることが浮かび上がりました。９月３０日付東京新聞が報じました。 

航空では、３年連続で１万円以上のベ

ースアップを獲得していますが、物価高

もあり、賃上げの実感が乏しいのも事実

です。こうしたなか、１０月からは暮ら

しを直撃する値上げが相次ぎます。大手

電力１０社と大手都市ガス４社は、１０

月使用分の電気・ガス料金を値上げしま

す。中東情勢の悪化による燃料価格の高

騰に加え、政府による電気・ガス料電力

や金の補助が終了したことなどから、全

社で値上がりします。 

平均的な家庭の電気料金は８３５円～

１５７８円上がり、いずれの社も料金は

過去最高になります。北海道電力や沖縄電力では、初めて１万円を超えます。また、ガス料金

は４社で４３５円～７４４円上がり、電気・ガス料金だけで月額で１２７０円～２３２２円の

負担増となります。９月から暖房を使い始める北海道では、オール電化の家屋も増えており、

さらに負担が増えることになりそうです。 

円安を背景に燃料費や原材料費等の輸入コストの高止まりに加え、物流費などの高騰によ

り、生活用品の値上げも相次いでいます。帝国データバンクによると、１０月の飲食料品の値

上げは３１５３品目に上り、２カ月連続で３０００品目を超えました。年間では１～１２月ま

での判明分で２万１８７品目に達し、２年連続で２万品目を超える見込みです。 

こうした中で取り組まれる２０２６年末闘争では、年末一時金を引上げ、暮らしを支えると

ともに、「年収が物価を上回る」ことを実感できる賃上げをめざしましょう。 
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